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本日無事、二学期が終了しました。８月下旬から始まった今学期も８３日間の日数を経て終業式を迎えま

した。二学期が始まって直ぐに台風１３号が上陸し、８月３１日（水）は、台風接近のため午前中４時間授

業後下校。９月１日（木）は、台風上陸のため臨時休校。本当に、今年は、台中に、台風が３個も上陸する

という「台風の当たり年」でした。学校でもバナナの木を始め多くの樹木が倒れ、学校施設の破損等の大き

な被害を受けました。

、「 」「 」「 」「 」「 」「『 』二学期は 校内水泳記録会 学習発表会 読書月間 小学部修学旅行 マラソン大会 北回帰線

づくり 、そして日々の学習や学年・学部の行事で一番充実する時期でした。」

私は、子どもたちの話や学級通信、通知表から、子どもたちの素晴らしい成長と充実ぶりを知ることがで

きて、喜んでおります。これらの一つ一つの積み重ねが次の成長の土台になると思います。

二学期の教育活動への運営委員会・保護者の皆様方のご理解とご支援、ありがとうございました。

終業式を無事迎え、子どもたち一人ひとりがそれぞれの思いを持って帰宅し、担任から手渡された通知表

を保護者の皆様に見せますが、最初どの欄から見られるのでしょうか。すべてを見て、子どもの学校での様

子を正しく把握しようとするのでしょうか。それとも 『学習のようす』の観点別の「〇」の数、評定の、

「Ａ・Ｂ・Ｃ」或いは「１～１０」の個数でしょうか。

先日実施されました個人懇談で話し合われた「学習活動への参加状況 「子どもの学習内容への到達度」」

子どもの生活の様子や友だちとの関わり 等を思い起こしながら子どもの全体像を描き よさを認め ほ「 」 、「 、

めて励まし これからの子どもたちの やる気 と 意欲 を育てる手がかりにしていただければありがた」、 「 」 「 」

く思います。

クリスマス・大晦日・お正月と、子どもたちにとっては他の休みと違った楽しみの多い冬休みが、いよい

よ明日２４日（土）から始まります。１月４日（水）まで１２日間の冬休みになりますので、この間、子ど

もたちが安全にかつ有意義な冬休みが過ごせるようにと、学校から配布いたしました「冬休みの家庭生活に

ついてのお願い 「学級通信 、各学年に応じた「冬休みの過ごし方」等のプリントを参考に、健康・安全と」 」

いう立場から冬休みの過ごし方について、子どもたちと十分話し合っていただければ幸いです。

１２日間の冬休みが 「短いけれど中身の濃い冬休み」になることを願っています。、



Е̻ ҅Ѯ ύ

１５日（木）の餅つき大会では、事前の練習・前日の準備・当日とＰＴＡ役員の皆様をはじめ多くの保護

者の方々のお世話により、児童生徒全員が杵で餅をつき、日本のお正月を迎える行事を体験し、楽しいひと

時を過ごせたことでしょう。お母さん方に作っていただいたあんこ・きなこ・醤油のお餅をおいしくいただ

きました。中には、１０個以上も食べて、お弁当を残してしまった子どもたちもいたようです。

また、当日は、中学部の現地理解教育の一環として毎年交流を行っている大雅國中生も、餅つき大会に参

加し 「よいしょ。よいしょ 」と、かけ声をかけながら楽しくついていました。新年を迎える日本の伝統行、 。

事を体験することで、日本の文化を学び、素晴らしい交流ができたとお礼の言葉をいただきました。

保護者の皆様には何度も足をお運びいただき、子どもたちが日本の伝統行事を体験することができました。

本当にお忙しい中、大変な気づかいの上に汗をかいていただきありがとうございました。
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日本のテレビ・新聞等のニュースで皆様方もご存知でしょうが、１１月２２日（火）に広島市、１２月２

日（金）に栃木県今市市と、わずか１０日足らずの間に、下校中の小学１年生の女児が殺害されるという痛

ましい事件が相次いで発生しました。また、子どもの連れ去り・性的犯罪なども多発しているようです。

幼い児童が被害者になるような事件があると、本校では起きないように、本校の子どもが大丈夫なように

と、安全の確認や指導方法の見直しを考えます。その反面、加害者あるいは、犯人の生い立ちはどうであっ

たのか、どんな環境で育ったのか、どんな指導が必要だったのかと考えさせられます。

治安が比較的安全だと言われている台湾においても、私たち海外で生活する者は、必要以上に子どもの安

全に配慮しなければなりません。

本校の子どもたちの登下校は 「児童・生徒の登下校の送迎は、保護者の責任で行う」という原則のもとに、、

スクールバスの運行・自家用車による送迎で行われています。また、バス利用の場合は、保護者が全責任を

持ち、最寄りの決められたバス停に送迎することになっています。

バス利用の保護者の皆さん、しっかり守られているでしょうか。以前、次のようなことがあったと聞いて

います。

① 自宅とバス停の往復に自転車を利用していた児童生徒。

② 自宅とバス停の往復、一人で通っていた児童生徒。

③ 保護者が迎えに行かず、いつも人任せにしていた保護者。

どうか、お互いが 「スクールバスに関する規則」を守り、子どもの安全に心がけていただきたいものです。、

台湾も日本と同様、子どもを取り巻く環境が日々変化しています。そのような中で子どもを健全に育てる

には、学校と保護者と地域社会の連携が大切になってきます。学校でも、子どもたちの安全に十分に配慮し

ますが、ご家庭におかれましても、子どもに何か変化がありましたら、直ぐに学校にご連絡ください。どん

な小さなことでも結構です。学校と家庭がしっかり連携して、子どもの健やかな成長に努めていきましょう。



窓
１２月９日(金) マラソン大会

約一ヶ月の練習期間を経て マラソン大会が行われました 走っている人を全員で応援し それぞれの目標、 。 、

を目指してみんな全力でがんばりました。

音楽朝会 １１月２２日(火) 小学部４年

１２月１３日(火) 小学部５年

小学部４年生は初めての２部合唱 飛べ ペガサス にチャレンジしました 合奏もみんなの息がぴったり『 、 』 。

合っていました。小学部５年生は軽快な”マンボ”のリズムで元気な音楽を聴かせてくれました。




